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「
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、
子
ど
も
の

育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
や
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の

集
ま
り
で
す
。
月
１
回
開
催
し
、
情
報
交

換
や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
士

が
い
る
の
で
、
子
ど
も
と
一
緒
の
参
加
も

安
心
で
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

４
月
22
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

会
場　
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」〔
イ

オ
ン
六
日
町
店
専
門
店
館
〕

内
容　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
（
発
達
障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
子
育
て
を
経
験

し
、
相
談
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
た
保
護
者
）
と
話
を
し
よ
う

５
月
20
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

会
場　
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

内
容　
就
学
相
談
、
就
学
後
の
支
援
に
つ

い
て
（
学
校
教
育
課 

指
導
主
事
の
講
話
）

６
月
17
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

　
（
現
地
集
合　

午
前
10
時
）

会
場　
市
立
総
合
支
援
学
校

内
容　
市
立
総
合
支
援
学
校
の
見
学

参
加
者
の
声　
「
安
心
し
て
日
ご
ろ
の
悩

み
や
、
思
い
を
話
す
こ
と
が
で
き
た
」

「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
な
ど

郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
�
で
は
、
南
魚

沼
の
ち
ょ
っ
と
昔
の
冬
の
風
景
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
春
先
の
風
景
を
紹

介
し
ま
す
。

①
春
と
と
も
に
農
家
で
は
、
と
て
も
忙

し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
特
に
苗
代
・

田
植
え
の
時
期
に
な
る
と
、
家
族
は
総

出
で
、
あ
る
い
は
隣
近
所
、
仲
間
と
協

同
で
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

期
に
は
、
各
地
で
農
家
の
繁
忙
期
を
中

心
に
「
季
節
保
育
所
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

写真①

昭
和
38
年
の
季
節
保
育
所
は
、
４
月

15
日
か
ら
津
久
野
、
麓
な
ど
で
は
、
他

の
地
区
よ
り
も
早
く
開
設
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
繁
忙
期
に
子
ど
も
た
ち
の
面
倒

見
て
く
れ
る
た
め
人
気
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
開
設
期
間
が
短
か
い
こ
と
が
母

親
た
ち
の
大
き
な
悩
み
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
公
設
の
保
育
所
の

開
設
が
増
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

②
江
戸
時
代
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
い

う
伝
統
野
菜
「
大
崎
菜
」
の
出
荷
の
最

盛
期
は
、
３
月
初
旬
か
ら
彼
岸
前
後
の

約
１
か
月
間
だ
そ
う
で
す
。（
昭
和
34

年
当
時
）

写真②

昭
和
34
年
は
小
雪
、
暖
冬
で
一
気
に

出
荷
が
始
ま
り
、
一
日
に
千
束
も
出
荷

す
る
農
家
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
年
は
一
束
10
円
前
後
で
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

③
農
家
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
春
作
業
に
味
噌
造
り
が
あ
り
ま

す
。
味
噌
造
り
は
、
春
先
の
雪
消
え
前

に
庭
先
で
始
ま
り
ま
す
。
豆
を
と
ろ
火

で
半
日
～
一
日
か
け
て
煮
て
、
煮
あ

が
っ
た
豆
を
潰
し
、
手
ま
り
ほ
ど
に
丸

め
て
味
噌
玉
を
造
り
ま
す
。
味
噌
玉
は

囲
炉
裏
の
上
の
ダ
ナ
に
つ
り
下
げ
ら
れ

ま
す
。
15
日
ほ
ど
で
、
味
噌
色
に
色
づ

き
、風
味
が
増
し
て
く
る
と
い
い
ま
す
。写真③

味
噌
玉
造
り
は
、
昭
和
40
年
代
初
め

に
は
、
す
で
に
見
か
け
る
こ
と
は
少
な

く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

④
春
の
山
作
業
で
は
、
残
雪
と
大
型
の

橇そ
り

を
利
用
し
て
、
切
り
倒
し
た
大
木
を

木
材
と
し
て
運
び
出
す
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
行
う
の
は
、
消

雪
後
で
は
時
間
、
労
力
、
経
費
が
か
さ

む
た
め
で
す
。

写真④

《
参
考
資
料
》「
魚
沼
新
報
」

写
真
は
個
人
所
有
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く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

まなびのひろば


